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1.  はじめに 

 

1.1.  このマニュアルについて 

Web登載サービスでは少ないステップで容易に記事の公開を行うことができますが、XML登載サ

ービスに比べ自由度の高い詳細な設定はできません。 

本マニュアルでは、Web登載サービスで登載したデータに対し、XML登載サービスの機能を使用

して各種設定を行う手順について説明します。 

 

1.2.  XML 登載サービスと Web 登載サービスの違い 

本マニュアルでは、「記事認証状態の自動切換え」を対象とします。 

Web登載サービスと XML登載サービスでは、記事の認証設定機能に以下の様な違いがあります。 

 

(1)Web登載サービス 

記事の認証状態として、「認証あり」「認証なし」「オープンアクセス」を設定できます。 

認証ありの有効期限（開始日、終了日）は設定できないため、認証状態の変更は手作業で実施す

る必要があります。 

 

 

(2)XML登載サービス 

記事の認証状態として、「認証あり」「認証なし」「オープンアクセス」を設定できます。 

認証ありの有効期限（開始日、終了日）の設定が可能で、指定した開始日に「認証なし」→「認

証あり」、指定した終了日に「認証あり」→「認証なし」にシステムが自動的に変更します。 
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1.3.  XML 登載サービスによる設定 

項番 1.2に示す様に Web登載サービスでは記事の認証状態を設定する際に、認証ありとする開始

日（認証開始日）と終了日（認証終了日）を設定することはできません。 

認証ありの期間が「公開１年後まで」等決まっている場合、XML登載サービスの記事認証設定機

能を利用し、認証ありの期間を設定することができます。 

 

XML登載サービスの記事認証設定では、以下の様な設定が可能です。 

認証開始日および認証終了日に設定した日付の 0時に認証設定が変更されます。 

パターン① 

公開後 1年間は認証あり、公開後１年経過したら認証なしとする。 

 

 

 

 

 

※2015/1/1から 1年後に認証なしにする場合、認証終了日には"2016/1/1"を設定してください。 

認証終了日に"2015/12/31"を設定した場合、2015/12/31の 0時に認証なしに変更され、

2015/12/31から認証なしでの閲覧が可能となりますので、ご注意ください。 

 

 

 

 

パターン② 

公開後１か月は認証なし、公開後２か月目から１年後までは認証あり、公開後１年経過したら認

証なしとする。 

 

 

 

 

 

 

 

公開日 2015/1/1 

認証 認証あり 

認証開始日 2015/1/1 

認証終了日 2016/1/1※ 

公開日 2015/1/1 

認証 認証あり 

認証開始日 2015/2/1 

認証終了日 2016/1/1 

認証あり 認証なし 

1/1(公開日)～ 

 

～12/31 1/1～ 

認証なし 

2/1～ 

認証あり 認証なし 

1/1(公開日)～ 

 

～12/31 1/1～ 
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Web 登載サービスで登載した記事の記事認証設定 

Web登載サービスで登載した記事に対し、XML登載サービスの記事認証設定機能を使用し、記事

の認証状態変更、認証開始日・終了日の設定を行う手順を以下に記載します。 

 

1.4.  処理フロー 

記事認証設定の処理フローは、以下の通りです。 

 

編集登載システム 

Web登載サービス XML登載サービス 

  

 

書誌事項プレビュー 

通常公開 

 

記事認証設定 

公開日設定 

 

記事登載 

サービス切替 
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1.5.  サービス切替（Web登載サービス → XML登載サービス） 

 

 

 

 

 

Web登載サービスからXML登載

サービスに切替える場合は、

Web 登載サービストップ画面

の [サービス切替] リンク

をクリックします。 

 

 

 
 

 

サービス選択画面へ遷移しま

す。 

 

[J-STAGE XML 登載サービスを

利用する] 

ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

サービス切替えが完了します

と、XML 登載サービストップ画

面へ遷移します。 

 

XML 登載サービストップ画面

の [編集登載] リンクをク

リックします。 

 

 

 

 

 

編集登載トップ画面へ遷移し

ます。 

 

編集登載トップ画面の 

[記事作成・編集] リンクを

クリックします 
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資料一覧画面へ遷移します。 

 

資料一覧画面にて、編集対象

の資料の 移動アイコン   

をクリックします。 

 

 

 

 

 

「資料に移動します。よろし

いですか？」 ダイアログが表

示されますので [OK] ボタ

ンをクリックします。 

 

 

 

 

記事管理画面に遷移します。 
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1.6.  記事認証設定 
購読者に付与しているライセンスによっては購読者が誰も見られなくなる状態になることも発生しますので 

付与しているライセンスを確認してから記事認証設定を行うよう注意してください。 

 

 

 
 

 

記事対し記事認証設定を行う場合

は、記事管理画面にて、記事認証

設定を行う記事を 選択 し、 

[記事認証設定] ボタンをクリッ

クします。 

 

※[すべて選択]チェックボックス

は、画面に表示されているチェッ

クボックスのみ対象となります。

ページングにより切り替え後の画

面は対象となりません。 

 

 

 

 

記事認証設定画面に遷移します。 

 

対象記事の① 認証 を選択および

② 認証期間 を設定後、 

[記事認証設定] ボタンをクリッ

クします。 

 

記事の認証の種類は以下になりま

す。 

・認証なし 

・認証あり 

・オープンアクセス 

 

① ② 
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「記事認証を設定します。よろし

いですか？」 ダイアログが表示さ

れますので 

[OK] ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

記事管理画面にて、認証アイコン

を確認し、設定されたことを確認

してください。 

 

 (←白) ： 認証あり 

 (←緑) ： 認証なし 

 (←紫) ： オープンアクセス 

 

 


